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２０２５年度 全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 
 
４月１７日に６年生で実施された「全国学力・学習状況調査」の結果が文部科学省から公表されまし

た。今回は、国語・算数・理科の調査が行われました。本校においては、すべての教科で全国の平均正答

率を上回る結果となりました。 

 
 国語 算数 理科 

 平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 

本校 9.7問／１４問 69％ 11.9問／１６問 75％ 10.6問／１７問 62％ 

三重県 9.3問／１４問 66％ 9.1問／１６問 57％ 9.5問／１７問 56％ 

全国 9.4問／１４問 66.8％ 9.3問／１６問 58％ 9.7問／１７問 57％ 

 

教科に関する調査の結果・分析 
 

国 
 
 
語 

 

強 

 

み 

複数の資料から必要な情報を読み取って答える問題において、問題の【メモ】内

の空欄に入る適切な言葉を資料から書き抜く問題と空欄に当てはまる内容として

適切なものを選ぶ問題について、全国平均を１０ポイント以上と、大きく上回った。

国語や算数、総合的な学習を中心に、様々な資料をもとに学習活動をすすめてきた

成果が見られたと考えられる。 

 

 

弱 

 

み 

【話し合いの記録】の書き表し方を説明したものとして適切なものを選ぶ問題と、【話

し合いの様子】内の発言の空欄に当てはまる内容として適切なものを選ぶ問題につい

て、全国平均を１０ポイント下回った。前者は情報と情報、語句と語句の関係について

考える必要があり、後者は目的に応じて文章と図表などを結び付けて考えることが苦

手と考えられる。 

 

 

 
 
 
算 
 
 
数 

 

強 

 

み 

全１６問中１３問において、全国より１０ポイント以上上回っている。特に小数の加法

について共通する単位量を捉える問題と、伴って変わる２つの数量の関係に着目し、

必要な数量を見出す問題では、どちらも正答率が１００％だった。問題における必要な

単位量や数量を捉える力がついていると考えられる。 

 

 

 

弱 

 

み 

記述問題４問中２問で全国平均正答率を下回り、ともに２０パーセント台だった。目

的に応じて適切なグラフを選び理由を記述する問題について、誤答者の半数は正しい

情報に目をつけていたが理由が不十分であった。また、量について問われているのに

対して割合であらわされたグラフに着目している児童も複数いた。 

異分母の分数の加法について共通する単位分数がそれぞれいくつ分かを説明する

問題について、単位分数がいくつ分かということ自体を記述していない児童が、無回

答を含め多数いた。どちらについても、問題で何が問われていて、何を答えないとい

けないのかを捉える力が不足していることが考えられる。 



 

 
理 
 
 
科 

 

強 

み 

乾電池の直列つなぎに関する知識の問題は、約４０ポイントも上回り９５％の正答率

だった。結露に関する知識の問題も約２０ポイント上回り７７．８％だった。理科につい

ての知識か、概ね身についていると考えられる。 

 

 

弱 

 

み 

身の回りの金属が電気を通すか磁石に引き付けられるかの知識については、全国

平均を１０ポイント上回ってはいたものの、２２．２％と、知識があまり身についていな

かった。顕微鏡の操作の仕方についての問題は全国平均を１０ポイント以上下回って

いた。 

 

 
今後の取組 
 
 本校での今回の結果は、１年生の頃から子どもたちと教職員が、毎日の授業に真剣に取り組み、だれ一人取
り残さないという思いで、学力向上に取り組んできた成果と考えます。今後も、良い面は伸ばしながら、今回見

えてき課題について、以下のような取り組みを進めてまいります。 

各教科等の学習場面で、これらの課題を意識し、文章や語句、図表など様々な情報を結び付けて考え、まと

めて書く、また、相手の立場から、どこを詳しくすれば目的や意図に応じた文章になるかなど、他者にわかりや

すく伝えるような学習活動をこれまで以上に取り入れていく。 

理科については、観察や実験の場面を多く設定していく中で、その都度操作方法を丁寧に確認し、さまざま

な状態を想定して実際に操作・観察する活動する時間をしっかり設けていく。 

 

質問紙に関する調査の結果・分析から 
※「そう思う」と回答している児童の割合（全国比） 

基本的生活習慣 

「朝食を毎日食べていますか」 ＋１１．７P 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」 ＋１１．７P 

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」 ＋１９．４P 

 

自己有用感・学習習慣 等 

「自分にはよいところがあると思いますか」 －７．３P 

「先生は、あなたのよいところをほめてくれていると思いますか」 ＋１４．３P 

「困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか。」 ＋６．９P 

「学校へ行くのが楽しいですか」 －４．９P 

「わからないことやくわしく知りたいことがあったときに自分で学び方を考え、工夫することはできています

か」 －１２．６P 

 

まとめ 
 

 本年度の結果を見ると、基本的生活習慣の部分で肯定的に回答しているポイントが高く、このことは、家庭の
生活において、子どもたちを見守っていただいている結果であると考えます。基本的生活習慣が守られている

こと、家庭生活での安心感は、子どもたちの心の安定、学力向上の土台になるものと考えています。 

逆に、学習習慣の面では、「わからないことやくわしく知りたいことがあったときに自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか」 のポイントが、全国に比べて１２．６ポイントも低くなっています。子どもたちが、

もっと知りたい、もっと調べたいと思うような授業づくり、自ら計画して学びを進めるような経験を増やしてい

きたいと思います。 

また、自己有用感の面では、「自分によいところがあると思いますか」「学校へ行くのが楽しいですか」のポイ

ントが全国に比べて低くなっています。子どもたちには、自分では気づいていない良いところがたくさんあると

思います。幸い、「先生は、あなたのよいところをほめてくれていると思いますか」 「困りごとや不安があると

きに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか。」のポイントが高くなっており、これまで以上に、子ど

もたちが活躍できる場を増やし、子どもたちの良いところをしっかり褒めて、声掛けかけをしていきたいと思

います。そして、子どもたちが、「第一小学校楽しい」「また、明日も学校へ行きたい」と思えるように、全教職員

で魅力ある学校づくりに取り組んでまいります。 

今後とも、保護者の皆様のご理解・ご協力をいただきますよう、よろしく願いいたします。 

 


